
府内における鳥獣害の状況と対策について

「野生鳥獣の被害を防ぐ研修会」資料

京都府農林水産部農村振興課
野生鳥獣担当 稲本 佳孝
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鳥獣別の被害金額の状況
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野生鳥獣対策の基本

１ 生息地管理（環境改善）

２ 被害防除対策

３ 個体数管理

被害をあたえている個体の捕獲

不要残渣・生ゴミの適正処理
防除施設の設置、維持管理
追い払い

里地周辺の緩衝帯の整備
耕作放棄地を出さない

個体数管理 生息地管理

被害防除
対策
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• 集落における被害の生の声を聞いて

• 被害発生の要因を分析

• 集落が出来る対策の提案
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各広域振興局等で「鳥獣被害対策チーム」を編成し、

各地域の被害実態に応じた対策を推進

被害対策の取組

山城広域振興局企画調整室 (0774-21-3212)

南丹広域振興局企画調整室 (0771-22-0426)

中丹広域振興局企画調整室 (0773-62-2593)

丹後広域振興局企画調整室 (0772-62-4315)

京都林務事務所林務課 (075-451-5724)

京都府野生鳥獣被害対策チーム
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21,332

直近3年間捕獲
平均約2万2千頭



個体数管理
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個体数管理
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＜ニホンジカ＞

★適正な生息頭数をめざし、生息数を半減

■目標：捕獲頭数 メスジカ：１５，０００頭、オスジカ：１１，０００頭

■推定生息数：㉗91,000頭 → ㉝45,000頭

特定鳥獣管理計画での京都府の目標
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＜イノシシ＞

★農作物被害の半減をめざし、捕獲と防除、生息地管理等を推進

■目標：被害額の半減

・㉗被害額：１億４千万円 → ㉝年度までに半減（７千万円）

■推定生息数：㉗約60,000頭

・年間捕獲目標：１４，０００頭

＜ニホンザル＞

★加害レベルの高い群れの被害対策の推進

■目標：加害レベルの高い群れ ４０群 → ㉝２０群
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（空気銃）

（装薬銃、空気銃）



野生動物の、餌を残していませんか？

（無意識のうちに餌付けすることになる）

集落・農地管理

放置した作物も、動物の餌になって

しまう。

ひこばえは、野生動物の大

好物。
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集落・農地管理
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生息数を減らすため、山で餌が少なくなる冬場にこそ、餌となるような

ものは与えないようにし、繁殖力を下げることが効果的です。

①野菜の収穫残渣（ざんさ）は、すき混むなどしましょう

②生ゴミは、コンポストで堆肥化するなど、放置しないように

しましょう

③稲刈り後のひこばえは、耕転するなどしましょう

④収穫しない柿や栗などを放置しないようにしましょう

集落・農地管理

鳥獣被害対策は冬場がとても重要です！



◇獣の隠れ家、寝床にならない。
◇見通しが良くなり、サルやイノシシの侵入がすぐにわかり、効果的
な追い払いができる。

◇柵、ネットなどとの組み合わせで相乗効果を発揮

周辺森林や農地の環境整備

環境整備の実施により
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生息地管理（緩衝帯の整備）



野生鳥獣の被害対策を泥棒（空巣）の防止と対比させると

・防護柵の設置
・維持管理の実施

・緩衝帯整備、見通しの確保
（草刈りや耕作放棄地を出さない）
・誘因物除去
（野菜クズや放任果樹の処分）

・加害個体を中心とした捕獲
・捕獲体制の整備

農作物の被害をうけないために

・戸締まりの徹底
・侵入防止対策（鍵、ガラスの強化）
・侵入の足場となるものを放置しない

【犯行しにくい環境をつくり､狙われな
いようにする】
・周囲から見えにくい場所をなくす
・侵入経路の見通しを良くする
・人の目があることを意識させる

・泥棒の逮捕
・見回り活動の実施・強化

野生鳥獣の被害対策を考えると

泥棒に入られないために



◆野生鳥獣による農作物
被害の増大

◆営農意欲の減退

◆耕作放棄地の拡大

◆農山村地域の減退

マイナス面

⚫ 捕獲された野生鳥獣肉を地域資源（ジビエ）として利用し、農村地域の所得向上につな

げる。 「マイナス」の存在であった野生鳥獣を「プラス」の存在へ。

◆有害鳥獣の捕獲

◆埋設・焼却処理が負担

ジビエ振興

◆積極的な捕獲の推進

◆農作物被害の低減が
期待

プラス面

◆様々な分野でジビエ利用
□観光･農家民宿
□飲食店
□ペットフード など

◆農村地域の所得向上にも
期待

これまで廃棄
していた捕獲
鳥獣のジビエ
利用を推進ﾞ

ジビエの振興





• ご清聴ありがとうございました。

野生鳥獣被害の対策について
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被害対策として実施する施策の方向

（１）被害半減に向けた対策の推進

（２）生息数半減に向けた対策の推進

（３）捕獲の担い手の確保・育成



参考資料
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～ツキノワグマ～

寿 命 約20年

◆ 雑食性で、季節に応じて食べ物を変える。
◆ 餌や餌場に対する執着が強い。


